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２．特定帰還居住区域に関する取組状況

⚫ 2020年代をかけて、帰還困難区域となっている区域に帰還する意向のある住民が帰還できるよう、帰
還困難区域を抱える7市町村（大熊町、双葉町、浪江町、富岡町、葛尾村、飯舘村、南相馬市）
が「特定帰還居住区域復興再生計画」（区域計画）を作成・申請し、国が認定する「特定帰還居住
区域」制度を創設。

⚫ これまでに、大熊町、双葉町、浪江町及び富岡町が区域計画を作成・申請し、国が認定。認定された
区域計画に基づき、国による除染・解体工事を開始。

⚫ 今般、浪江町が区域を追加するための区域計画変更案を、南相馬市が新たに区域を設定するため
の区域計画案を作成し、国に申請予定。

市町村 取組状況

大熊町
・2023年９月に区域計画の認定、同年12月に除染等に着手。
・2024年２月に対象区域を追加する区域計画の変更。

双葉町
・2023年９月に区域計画の認定、同年12月に除染等に着手。
・2024年４月に対象区域を追加する区域計画の変更。

浪江町
・2024年１月に区域計画の認定、同年６月に除染等に着手。
・2024年８月より実施した２回目の帰還意向調査の結果を踏まえ、
2025年３月に区域計画の変更案を申請予定。

富岡町 ・2024年２月に区域計画の認定、同年９月に除染等に着手。

南相馬市
・帰還意向調査の結果を踏まえ、2025年３月に区域計画案を申請
予定。

○各市町村における主な取組 ○避難指示区域の概念図（２０２４年４月時点）
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